
 日本において有害な機能、特に長時間利用については議論していった方が良い。研究で
100%因果関係を証明することは恐らく永遠に無理で、必ず対極の研究結果が出てくるが、
安全性を考えて、重大な影響が生じる前にストップさせるという考え方も必要。

 こどもは自分が関わることについて自己決定の権利があるという観点を考えると、例えば
無限スクロール機能により長時間利用につながることは、こども自ら考えたり決定したり
する権利が阻害されていることから、自分の意図に沿わずに長時間見せられているという
「搾取」という側面も出てくる。

 オーストラリアの議論においてco-designという考え方があり、はっきりとは分からないが、
規制の枠組みを考えると若者の意見を取り入れろという趣旨のように見える。本ワーキン
ググループでもこどもの意見を聴いているが、こどもがどう考えているのか、きちんと聞
いた方が良い。

 オーストラリアは年齢認証が複雑で段階的な認証を行っており、すごく手間をかけている。
また、オーストラリアのこどもが年齢制限を回避しSNSを利用して起きる問題意識は、日
本において、フィルタリングでSNSを禁止することを検討したときに起きた問題意識と同
様。
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 こどもとのセッションに参加した学生はデジタルリテラシーが非常に高い学生が多かった
と思うので、他の意見も聞いてみたい。

 あきとんとん氏の話やこどもとのセッションに参加した学生の話を聞いて、色々なこども
たちがいることが浮き彫りになったと感じた。

 こどもに対してSNSを規制すべきか聞くと、自分よりも下の年齢のこどもに対して規制す
べきという意見が必ず出て、自分が規制の対象になるのは違うと考えているのが特徴的。
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【その他】
 デフォルトで青少年保護に係る設定がされていることが非常に重要なのではないか。そう
いう意味で、グーグルにおいて、年齢に応じてデフォルト設定がされていることは非常に
いい方向。
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